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今回は、お客様のご要望にもとづき、製作さ

せていただいた3種類の「ｶｽﾀﾑ仕様の加工部品」

をご紹介します。3種類ともに、お客様ご指定

の寸法に加工した 両側がおねじの部品です。

１．ﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ部品(写真1)

中央部に六角部を有し、

それぞれにM12 P=1.25の右

ねじと左ねじを加工してい

ます。ﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙとして使用

されます。市販品でありそ

うな部品ですが、ちょうど

良いｻｲｽﾞのものがないため

六角材を加工しﾕﾆｸﾛﾒｯｷを

施しました。

2.異径ﾎﾞﾙﾄ(写真2)

中央部に六角部を有し、

それぞれにM12とM10のおね

じを加工しています。

材質はｽﾃﾝﾚｽ(SUS304)

を使用しました。変

換ｱﾀﾞﾌﾟﾀの特殊ｻｲｽﾞ

とも言えます。

3.両ねじｼｬﾌﾄ(写真3,

写真4)

ｽﾃﾝﾚｽ(SUS304)の丸

棒の両側にM10P=1.25

のおねじを加工してい

ます。全長が275mmあ

り、片側に袋ﾅｯﾄを被

せることにより、首下の長い細目のﾎﾞﾙﾄとして

使用されています。

お客様からの寸法のご指示にもとづく製作だ

けでなく、お預かりしたｻﾝﾌﾟﾙを採寸して、同

等品の製作も承っております。専任のｽﾀｯﾌが対

応させていただきますので、お気軽にお尋ねく

ださい。

今回は、お客様のご要望にもとづき、製作さ

せていただいた「ｶｽﾀﾑ仕様の

変換ｱﾀﾞﾌﾟﾀ」で「めねじとお

ねじの組み合わせ」の内、ｲﾝ

ﾁねじ(ｳｨｯﾄW、ﾕﾆﾌｧｲUNC・UNF)

の部品4点ご紹介いたします。

下記URLに掲載のADCMF-Bｼﾘｰｽﾞ

のｶｽﾀﾑ対応形になります。

1.変換ｱﾀﾞﾌﾟﾀ1(写真5)

めねじがUNC1/4-20山とお

ねじがUNC3/8-16山の組み合

わせ。材質は、ｽﾃﾝﾚｽ(SUS304)

です。

2.変換ｱﾀﾞﾌﾟﾀ2(写真6)

めねじがUNF1/4-28山とお

ねじがM10 P=1.5(並目)の組

み合わせ。材質は、真ちゅう

(C3604)です。

3.変換ｱﾀﾞﾌﾟﾀ3(写真7)

めねじがUNF1/2-20山とお

ねじがｳｨｯﾄW1/2-12山の組み

合わせ。材質は、機械構造用

炭素鋼(S45C)です。

4.変換ｱﾀﾞﾌﾟﾀ4(写真8)

めねじ、おねじともにUNF3/

8-24山の組み合わせ。

なお、ｲﾝﾁねじのﾋﾟｯﾁは1ｲﾝﾁ

(25.4mm)当たりの山数で表し

ます。

https://www.ymzcorp.co.jp/ym12

/nejiadapter.html

現在、日本で流通している六角ﾎﾞﾙﾄと六角ﾅｯ

ﾄの規格は1985年のJIS改正で、JIS本体規格(六

角ﾎﾞﾙﾄ:JIS B 1180、六角ﾅｯﾄ:JIS B 1181)では

なく、JIS附属書品となりました。しかしなが

ら、いまだに流通品はJIS本体規格への切り替

えが進んでいるとはいえない状況です。

これらJIS本体規格品とJIS附属書品との間で

は、強度区分の表示方法、強度、部品等級、部

品等級A、Bの座面にはﾜｯｼｬｰﾌｪｲｽ(座)が付く、

等々色々違いがありますが、今回は、六角ﾎﾞﾙﾄ

の頭の高さと二面幅の違いに注目します。

(左下へ)

(右上から)

本体規格品と附属書品について表1で同じ呼

び径同志を比較すると数種類について二面幅が

異なるｻｲｽﾞのものがあり、頭の高さはほとんど

の呼び径で微妙に異なります。

六角ﾎﾞﾙﾄのJIS本体規格品は日本国内でほと

んど流通していないのですが、ﾈｯﾄで海外の市

販品を調べてみたところ、二面幅が本体規格(I

SO規格)のﾎﾞﾙﾄを市販しているｻｲﾄを見かけまし

た。従ってすべてではありませんが、海外から

取り寄せた六角ﾎﾞﾙﾄや海外製品に使われている

六角ﾎﾞﾙﾄの場合は、ｽﾊﾟﾅｻｲｽﾞが日本とは異なる

可能性があります。

六角ﾅｯﾄについても六

角ﾎﾞﾙﾄと同様にJIS本体

規格品と附属書品で二

面幅が異なる場合があ

り同様の注意が必要です。

大昔(40年以上前)にねじの個数を数えるため

に弊社で活躍した某I社製のﾃﾞｼﾞﾀﾙ式計数機が

倉庫の片隅に保管されていましたが、思い切っ

て処分するために、分別と供養？も兼ねて、分

解・調査をすることにしました。

基板は4枚程度装着されていて、その中のﾒｲﾝ

制御基板が写真9のような30cm×20cm程の基板

です。この基板に実装されている部品の大部分

がIC(集積回路,Integrated Circuit)と呼ばれ

る部品で、60個以上実装されています。写真9、

10で黒い長方形の両側にｹﾞｼﾞｹﾞｼﾞのような足が

生えた20mm×8mm程度の小さな部品がICです。

その中の一つの型番がM53200P(三菱)で、ﾈｯﾄ

で調べると、TTL(Transistor Transistor Logi

c)の汎用ﾛｼﾞｯｸIC(7400ｼ

ﾘｰｽﾞ)互換品であること

が分かりました。

今では、家電製品にI

C1個分の小さなﾏｲｺﾝ(mi

cro computer)が搭載さ

れ、ｿﾌﾄｳｪｱで様々な制

御が実現できますが、

当時はﾏｲｺﾝが普及する

以前のため、汎用ﾛｼﾞｯｸ

ICで組んだﾛｼﾞｯｸ(論理)

回路により機器の制御

を行っていました。

ﾏｲｺﾝのｿﾌﾄｳｪｱであれ

ば簡単に実現できる制御を、多くの汎用ﾛｼﾞｯｸI

Cを駆使した回路で制御する場合には頭を捻り

ながらのﾊｰﾄﾞｳｪｱ設計だったと思います。

時代の流れで、汎用ﾛｼﾞｯｸICは近年では活躍

の場は縮小し、さらに、TTLよりも消費電力の

小さなCMOS(Complementary MOS)に置き換わっ

ています。

ところで、写真9右上の白枠で

囲んだ部品は水晶振動子(写真11)

で、この制御基板を動作させるた

めの基準信号を発生する部品です。

発振周波数は100.0kHzと刻印され

ています。今のﾏｲｺﾝ回路と比較してかなり低速

ですね。

余談ですが、内部に写真12の

ように重量のある部品(電磁鋼板

と銅線の塊。2～3kg程度はある

か？)が搭載されていました。こ

れはAC100VをACの低電圧に変換

する電源ﾄﾗﾝｽで、ﾘﾆｱ方式の電源

に使用するものです。近年、機器の小型化のた

めに、従来のﾘﾆｱ方式からｽｲｯﾁﾝｸﾞ方式の電源に

置き換わっているため(ACｱﾀﾞﾌﾟﾀが身近な例で

す)、あまり見かけなくなった部品です。
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(d)並目

頭の高さk(基準寸法) 二面幅s(基準寸法)
附属書 本体規格 附属書 本体規格

M10 7 6.4 17 16
M12 8 7.5 19 18

(M14) 9 8.8 22 21
(M18) 12 11.5 27 27
M20 13 12.5 30 30

(M22) 14 14 32 34
M30 19 18.7 46 46
M36 23 22.5 55 55

表1 六角ﾎﾞﾙﾄの頭の高さと二面幅(JIS B 1180)単位:mm

図1 六角ﾎﾞﾙﾄJIS本体規
格品の形状


